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＜平成 28年度前期における主な変更点＞ 

 

 ①平成 28年４月に大学院国際資源学研究科が新設され，また大学院工学資源学研究科が大学院理工 

学研究科に変わります。 

 

 ②一部科目についてクォーター制が導入され，より短期間での受講が可能となりました。 

  ※クォーター制とは，前期・後期の授業期間をそれぞれ前半・後半に分け，１年間を４学期として 

授業を行うことをいう。 

  

 ＜従来のセメスター制＞ 

 

＜クォ－ター制＞ 
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‐生涯高等教育事業 社会人学び直しプログラム‐ 
秋田大学アドバンスト・リエデュケーション・カリキュラム 

AAReC（Akita-University Advanced Re-education Curriculum） 

 
１．社会人の学び直しが必要とされる背景 
『日本再興戦略 -JAPAN IS BACK-』(平成 25 年 06 月 14 日閣議決定)では，経済における成長戦略の

基本的な考え方として，成長分野への投資や人材の移動を加速させることにより，企業の収益も改善し，

それが従業員の給与アップ，雇用の増大という形で国民に還元されると謳っています。その成長への道

筋として，産業競争力の鍵を握るのはあくまでも民間であり，民間の力を最大限引き出すこととしてい

ます。そのためには，資格取得等につながる自発的な教育訓練の受講など社会人の学び直しを国が大胆

に支援し，意欲のある若年者等が，自らの可能性を最大限高め，キャリアアップ・チェンジすることを

支援するとしています。特に大学には，産業界と協働して高度な人材や中核的な人材の育成等を行う，

オーダーメード型の職業教育プログラムを開発・実施することが求められました。 

また，『「日本再興戦略」改訂 2014‐未来への挑戦‐』(平成 26 年 06 月 24 日閣議決定)においても，

大学が地（知）の拠点となり，地域の課題解決に貢献し，地域社会を支える人材育成や研究成果の還元

に取り組むほか，経営者等の実務に精通した人材の登用・連携等を進めながら大学等と産業界の双方の

コミットメントによるプロフェッショナルプログラムの開発・実施等の推進が求められています。 

 

２．本プログラムの趣旨 

 前述の社会的要請を背景に，秋田大学では，さまざまな経験や技術を必要とする社会人のための職業

教育プログラムとして，大学院レベルの先端的授業を提供する『秋田大学アドバンスト・リエデュケー

ション・カリキュラム（通称 AAReC）』を開講しています。本プログラムは，社会人が時代のニーズに焦

点をあてた教育・研究分野の先端的授業を履修し学修することで，自らのキャリアアップ・キャリアチ

ェンジに結び付けられるように支援することを目的としています。 

このプログラムは，下記の３つのコースから成り立っています。 

①「地域防災学コース」 

自然や災害を学術的に学び，地域防災に関わる人材の育成を目指します。 

②「エネルギー・資源学コース」 

エネルギーや資源の基礎を学び，地域のエネルギー資源開発と省エネルギー，環境保全に関わ

る人材の育成を目指します。 

③「地域産業強化コース」 

   地域の産業界において，次世代に求められる職業人材の育成を目指します。 

県内企業等の皆さまには本学へ履修生を派遣する時間的・人材的余裕の面で諸事情等おありのことと

思いますが，本学は，企業等の将来的な発展をより長いスパンで考えた場合，人材の高度化こそが事業

の新たな展開へと結びつくものと確信しています。ぜひ本学の社会人学び直しプログラムをご利用くだ

さい。 

 

３．本プログラムの編成方針について 
 本プログラムは産業界，行政及び公設試からなる「秋田大学生涯高等教育事業に関する懇談会」にお

いて現場での意見をいただき，社会的ニーズにあった学び直し事業を展開しています。今後もより一層，

社会・地域のニーズに即したプログラムを実施します。 
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４．履修期間 

  平成 28年４月１日～平成 28年９月 30日 

詳細な講義日については平成 28年度授業予定表（P11）のとおり。授業予定表の見方(P15,16)も適 

宜参照してください。 

※クォーター制適用科目は上記期間を前半・後半に分割するため実質履修期間はおよそ２ヶ月間と 

なります。 

 

５．出願資格 

平成 28年３月末までに満 23歳に達し，現に職に就き（※１），次の各号のいずれかに該当する者 

① 大学を卒業した者 

② 本学において，履修資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めら

れた者（※２） 

※１ 労働により恒常的な収入を得ていることを指し，雇用形態（正規・非正規）は問わない。 

※２ 高等学校，短期大学，高等専門学校の卒業者やその他の教育機関の修了者等が該当します。 

 

６．出願期間および出願書類提出先 

（１）出願期間 

    平成 28年２月５日（金）～平成 28年３月 11日（金） 

（２）出願書類提出先 

   秋田大学 学術研究課 総務担当  （住所は＜問い合わせ及び提出先＞のとおり） 

 

７．出願にかかる提出書類等 

提出書類等 注 意 事 項 

生涯高等教育事業科目等履修願 
別紙様式１。 

両面印刷で，記入例（P12,13）に従い作成してください。 

最終学歴卒業または修了証明書 最終学歴の学校長等が作成したもの。 

所属長の承諾書 

別紙様式２。 

現在の勤務先の所属長が作成したもの。 

履修者本人が所属長である場合は提出不要。 

検定料の振込が確認できる書類の写し 払込受領書など。 

学生証用の写真 顔写真（縦 4.5㎝×横 3.5㎝）。 

※各種様式は秋田大学のホームページに掲載しています。URL: http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ 

トップページ→『産学連携』→『NEWS＆TOPICS』→『平成 28年度前期秋田大学アドバンスト・ 

リエデュケーション・カリキュラム（AAReC）の履修生募集を開始しました。』 

 

 

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/
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８．履修にかかる費用 

    検定料    ９，８００円（※１） 

入学料        ０円 

    授業料        ０円  

    教科書等の購入代金  実費（※２） 

 ※１ 履修科目数にかかわらず一律の金額です。 

 ※２ 各教科書の定価は「（別表）開講科目の概要」に記載のとおりですが，購入方法等により金額 

が異なる場合があります。 

 

出願書類の提出前に払込取扱票へ志願者本人の氏名その他必要事項を記入し（記入例 

参照），ゆうちょ銀行または郵便局の窓口でお振込ください。 

なお，振込手数料は振込者がご負担ください。※ＡＴＭは使用しないでください。 

  

振込先：ゆうちょ銀行 （口座記号番号）02240-3-79733 国立大学法人秋田大学 

   

＜記入例＞ 

  

 

９．修了要件および単位の授与 

（１）修了要件 

各コースにおいて２科目を修得した者には修了証を，１科目を修得した者には受講証を授与します。 

（２）単位の授与 

将来，本学大学院の正規生として進学された場合は，履修単位として認定します。ただし，学部開 

講科目については履修単位認定の対象外となります。 

 

 



- 5 - 

 

10．開設科目の概要 

（別表）開設科目の概要（P6～10）のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ及び提出先＞ 

秋田大学学術研究課 総務担当 

〒010-8502 秋田市手形学園町１番１号 

TEL(018)889-2090  FAX(018)889-2928 

E-mail gakken@jimu.akita-u.ac.jp 
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＜記入例＞ 

別紙様式１                           （両面印刷） 

 

平成○○年○○月○○日 

 

秋 田 大 学 長  殿 

所  属   株式会社△△建設      

職     主任            

氏 名
ふ り が な

   秋田 太郎       ○印 

生年月日 昭和・平成 53年 2月 1日                 

住  所 〒×××－×××× 

     秋田市手形□□町 10-1          

電話番号 018-△△△-○○○○          

 

生涯高等教育事業科目等履修願 

 

秋田大学生涯高等教育事業科目等履修生として履修したいので検定料を添えて願い出ます。 

履修を希望するコース【エネルギー・資源学コース】 

履 修 科 目 名 単位数 履 修 期 間 
担 当 教 員 

名 

担当教員 

認  印 

エネルギー地質学特論 ２ 
平成 28年 4月 1日～ 

平成 28年 9月 30日 
佐藤 時幸  

表界面工学Ⅰ １ 
平成 28年 4月 1日～ 

平成 28年 9月 30日 
原 基  

     

 
    

  
 

  

（添付書類） 

 １．最終学校の卒業又は修了の証明書 

 ２．現に官公庁又は会社等に勤務している者は，所属長の承諾書 

 

 

 

 

この欄は空欄のままで 

提出してください。 

第１クォーター又は第２クォータ

ーのみの受講であっても、受講期間

はこのように記入してください。 
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（両面印刷） 

 

業務経歴および志望理由 

 

 

職 

 

歴 

勤 務 期 間 勤 務 先 主 な 業 務 内 容  

H17.4～ （株）○○不動産 不動産売買窓口業務全般 

H19.4～現在 （株）△△建設 道路工事等の現場監督等 

   

   

現在及び過去に携わった仕事についての内容，志望理由について（1,000字程度） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

以下，秋田大学決裁欄 

学長補佐 

（研究支援・地域協働担当） 

コース主任 

  

 

 

 

 

この欄は空欄のままで 

提出してください。 
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＜記入例＞ 

別紙様式２ 

平成○○年○○月○○日 

 

 

承 諾 書 

 

 

秋 田 大 学 長  殿 

 

 

官公庁又は会社等の長 

所属名 株式会社△△建設 

職 名 代表取締役 

氏 名 秋田 次郎  ○印  

 

 

 下記の者が，秋田大学生涯高等教育事業科目等履修生として，履修申請することを承諾します。 

 

記 

 

 １．履修申請者 

    部 署 名  経理部 

    職  名  主任 

    氏  名  秋田 太郎 

 

 ２．期間・履修科目等 

   別紙様式１「生涯高等教育事業科目等履修願」に記載。 
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授業予定表の見方   

○印の付いている日が講義日となります。 

例１）エネルギー・資源学コースの整理番号１「エネルギー地質学特論」【月曜日 ５・６時限】 

を受講する場合 
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例２）地域産業強化コース（医理工連携系）の整理番号３「感覚情報工学Ⅰ」【火曜日 ３・４時限】

を受講する場合 

 

 

 


